
＜トピックス＞ 

●不用雑誌を差し上げます 
図書館で不用になった雑誌のバックナンバーを 

無料で差し上げます。基本的に早い者勝ちです。 

日 時： ７／８（水）10:00～７／１０（金）15:00 

※ただし、なくなり次第終了します。 

場 所： 図書館入口 ゲートの手前 右側 

内 容： オレンジページ／ドライバー／サライ／ラズダ／NEWSWEEK／週刊誌 

スポーツ誌／ファッション誌 など ３６誌 約７６０冊 

◆ Ｃｏｎｔｅｎｔs ◆ 
＜トピックス＞ 

・不用雑誌を差し上げます 

・永井隆博士の寄贈本発見！！ 

＜４月～６月のベストリーダー＞ 

＜新着お薦め図書＞『500 人の町で・・・』 

＜野村課長(2)＞著者に手紙を書いてみよう 

＜シネマ＆ブック(1)＞『ハゲタカ』 

＜あなたのお薦めを教えて！！＞ 

＜暑くなりましたねェ～＞ 

●図書館の冷房事情 
図書館へ涼を求めて来てくださっている皆さん！ 

今年は期待を裏切りません。快適な環境で勉強に 

励みましょう。 

■閲覧室の扇風機が古くなっていたので、安全のため 

すべて新品に交換しました。 

■新館（奥の方の建物）の空調機を修理したので、今年 

は新館も冷え冷えです。冷房は 9 月末までです。 

■うちわ・・・意外と侮れません。 

EMS で省エネ（冷房節約）に取り組んでいます。誰もい 

ないのに扇風機が回っていたら、さりげなく切ったりして 

くれると嬉しいです。 （A） 

＜新着お薦め図書＞ 

『５００人の町で生まれた世界企業 －「中村ブレイス」の仕事－』 
千葉望 著 

「いやー 島根には何にもなくて」そんな言葉を何度となく聞き、口にしたことか。進路を決める 

際、とにかく県外へ出ないと何も始まらないと思っていた。しかし、この本の中村俊郎社長の言葉 

によって、当時自分が出した答えはあまりに安易であったと気づかされた。 

過疎化に直面する故郷、大田市大森町でスタートさせた義肢会社と中村社長の 30 年。町を活性 

化させ、世界遺産登録にまで至った裏話。世界中の注目を集める会社に成長させたオリジナリティ 

溢れる経営方針。島根にいるからできることとは…本当に良い会社、製品とは…。 

きっと何かにはっと気づかされるはず。本を開いてまず目に入る中村夫妻の笑顔にも、親しみあ 

る島根らしさを感じてしまう。 （F） (2009.2 182p) 本館・2F 郷土 494.72/C42 

７ 
No. １ 

2009.7.1 

＜４月～６月のベストリーダー＞ 

⑭ボルハルト・ショアー現代有機化学＜上＞ 

⑬実践ソフトウェアエンジニアリング 
/ ロジャー S.プレスマン著 

⑪有機化学実験 / Fieser, Williamson [著] 
⑪ボルハルト・ショアー現代有機化学＜下＞ 

⑪細胞の分子生物学 / Bruce Alberts [ほか] 著 

⑪ハリー・ポッターと死の秘宝＜上＞ 

/ J.K.ローリング作 

⑪告白 / 湊かなえ著 

⑩Essential 細胞生物学 / Bruce Alberts [ほか] 著 

⑩総則・物権総論 / 内田貴著 

※頭の数字は貸出回数



＜あなたのお薦めを教えて！！＞ 

★ 図書館の使い方アドバイス、お薦め、おもしろかった本などを教えてください。 

★ できればイニシャルかペンネームを記載してください。誌面の都合にもよりますが、できるだけ紹介します。 

­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­ 

＜トピックス＞ ●永井隆博士の寄贈本発見！！ 
図書館の書庫にある旧制松江高等学校（島根大学の前身）蔵書の中から、永井隆博士の自著サイ 

ン入り図書 5 冊が見つかりました。永井博士は島根県三刀屋町出身の医学博士で松高 OB。自らも 

被爆しながら被爆者の救護活動に尽力したほか、 「長崎の鐘」等の著作でも有名です。 

見つかった図書は次のとおりです。 

「ロザリオの鎖」 「この子を残して」 

「生命の河 : 原子病の話」 「亡びぬものを」 

「世界と肉体とスミス神父」 

松高の蔵書には、このほかにも貴重な資料が含まれ 

ており、順次入力を進めています。 （F） 

＜野村課長のワンポイント(2)＞ 

● 著者に手紙を書いてみよう 
本を読んだ。感銘をうけた。その本のデータをノートに 

記録した。さて，その次にすることは，本に書いてあった 

ことを実践する？ いえいえ。その前に本の著者に手紙を 

書いてみよう。 

本の著者にとって読者からの反応があるのはとても嬉し 

いことだ。本の後ろのほうに著者の住所が書いてある。も 

し書いてなかったら，出版社気付で出せばいい。最初から 

長い文章にすると大変だから，ハガキに書ける程度でいい。 

ただ一般的なことを書いても著者の印象には残らないだろ 

うから，どんな点が面白いと思ったか具体的に書くといい。 

返事は来ないかもしれない。100 通にひとつでも返事が 

あればもうけものぐらいのつもりで書くといい。もし有名 

な著者から返事がきたら，こんどはこちらが嬉しがる番だ。 

そうなったときにきっと新しい世界が開ける。がんばろう。 

さあ，実践だ。 

★ワンポイント 

「本を読んだあと、別のドキドキを味わおう」 

＜あなたのお薦めコーナー＞ 図書館ミニ情報・お薦めの本などお寄せください。LiMe で紹介します。 

情報メディアルーム前の「図書館の声」BOX に投稿してください。 

＜シネマ＆ブック(2)＞ 

● 『ハゲタカ』 真山 仁著 

就職氷河期と言われて久しいですが、景気は 

いっこうに良くならず、就職難が続いています。 

働くということを真剣に考えている若者も大勢 

います。 

『ハゲタカ』は NHK のドラマでご存知の方も 

多いと思いますが、この映画ではただの企業買 

収だけでなく、不況、格差社会、雇用不安など 

今の日本が抱える問題に目を向け、その中で様 

々な立場や事情を抱えた登場人物たちが、それ 

れぞれに悩みながらも、 仕事に対して強い信念を 

持ちながら精一杯生きる姿を描いています。 

「こんな時代だからこそ、 夢や希望を語るリー 

ダーが必要なんです。」儲けよりも、夢や希望が 

大事だと言える人間になれるでしょうか。 勤勉で 

誠実な日本人であることを、 ちょっと誇りに思え 

るような映画です。 （Ａ）


